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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
未
入
会
勤
務
医
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

日
時　

３
月
12
日
（
日
）
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル

講
師　

 

木
ノ
本
喜
史
氏
（
大
阪
大
学
大
学
院
歯
学
研
究
科
臨

床
教
授
・
吹
田
市
開
業
）　
　

定
員　

１
０
０
人

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

抜
髄Initial Treatm

ent

を
治
癒
に
導
く
た
め
に

必
要
な
23
章

大
阪
市
西
部
地
区
・
同
南
部
地
区
総
会
記
念
講
演

日
時　

３
月
25
日
（
土
）
午
後
５
時
〜
７
時

会
場　

茨
木
市
市
民
総
合
セ
ン
タ
ー
３
０
２
号
室

講
師　

清
水
聖
保
氏
（
精
神
科
医
、
東
淀
川
区
開
業
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円　
　

定
員　

40
人

歯
科
治
療
に
お
け
る
対
応
困
難
な
精
神
疾
患
患
者
―

増
え
る
認
知
症
、
発
達
障
が
い

三
島
地
区
総
会
記
念
講
演

日
時　

３
月
18
日
（
土
）
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル

講
師　

 

竹
内
憲
民
氏
（
松
原
徳
洲
会
病
院
歯
科
口
腔
外
科
部

長
）　
　

会
費　

無
料

定
員　

20
院
所
（
会
員
院
所
限
定
、
ス
タ
ッ
フ
複
数
参
加
可
）

歯
科
診
療
室
に
お
け
る
救
急
救
命
処
置
―
Ａ
Ｅ
Ｄ
実

習
を
交
え
て

南
河
内
地
区
総
会
記
念
講
習
会

日
時　

３
月
18
日
（
土
）
午
後
６
時
45
分
〜
９
時　

会
場　

 

り
ん
く
う
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
教
育
棟
（
各
線
「
り

ん
く
う
タ
ウ
ン
」
駅
徒
歩
５
分
）

講
師　

 

大
前
政
利
氏
（
り
ん
く
う
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
口
腔

外
科
部
長
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円　
　

定
員　

70
人

薬
剤
関
連
顎
骨
壊
死
の
基
本
と
症
例
解
説
―
ポ
ジ
シ

ョ
ン
ペ
ー
パ
ー
改
訂
の
要
点
も
含
め
て

泉
州
地
区
総
会
記
念
講
演

日
時　

３
月
19
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

 

西
村
英
紀
氏
（
九
州
大
学
大
学
院
歯
学
研
究
院
歯
周

病
学
教
授
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

糖
尿
病
と
歯
周
病
―
Ｕ
Ｐ　

Ｄ
Ａ
Ｔ
Ｅ

３
月
度
生
涯
研
修

日
時　

３
月
25
日
（
土
）
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
45
分

会
場　

 

サ
ン
ス
ク
エ
ア
堺
（
Ｊ
Ｒ
阪
和
線
「
堺
市
」
駅
徒
歩

５
分
）

講
師　

 

濱
田
傑
氏
（
近
畿
大
学
医
学
部
付
属
病
院
歯
科
口
腔

外
科
教
授
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円　
　

定
員　

70
人

顎
関
節
症
と
顎
関
節
脱
臼

堺
・
高
石
・
和
泉
地
区
総
会
記
念
講
演

命
優
先
の
対
立
軸
で
運
動
を

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
罠　

番
外
編
㊦

ア
ジ
ア
太
平
洋
資
料
セ
ン
タ
ー
・
内
田
聖
子
事
務
局
長
に
聞
く

コ
ピ
ペ
の
協
定
文

―
―
メ
ガ
自
由
貿
易
協
定
の

行
き
詰
ま
り
の
理
由
は
？

　

多
国
籍
企
業
・
投
資
家
を

優
先
す
る
ル
ー
ル
づ
く
り
だ

と
い
う
こ
と
が
は
っ
き
り
し

て
き
た
た
め
で
す
。
そ
れ
を

許
さ
な
い
運
動
が
広
が
り
、

い
ろ
ん
な
形
で
政
治
に
影
響

し
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま

す
。
特
に
、
公
共
サ
ー
ビ
ス

や
食
の
安
全
、
国
有
企
業
の

問
題
で
企
業
優
先
ル
ー
ル
を

許
し
て
い
い
の
か
と
い
う
反

発
が
あ
り
ま
す
。
米
国
で
は

雇
用
問
題
も
大
き
な
争
点
に

な
り
ま
し
た
。
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｓ
条

項
に
対
し
て
は
、
欧
州
が
問

題
視
し
て
い
ま
す
。
市
民
運

動
だ
け
で
な
く
、
政
府
や
議

っ
て
い
ま
せ
ん
。
さ
ま
ざ
ま

な
貿
易
協
定
を
見
て
も
、
条

文
は
ほ
ぼ
同
じ
で
、
米
国
の

文
章
が
使
い
回
さ
れ
、
コ
ピ

ペ
状
態
で
す
。
大
手
製
薬
企

業
は
、
高
価
な
新
薬
を
開
発

と
い
う
動
き
は
、
今
後
も
形

を
変
え
て
出
て
き
ま
す
。
そ

れ
に
対
抗
す
る
私
た
ち
の
側

の
運
動
、
力
を
ど
う
つ
け
て

い
け
る
か
が
問
わ
れ
て
き
ま

す
。

し
て
受
け
止
め
に
く
い
傾
向

が
あ
り
ま
す
。
外
国
企
業
に

自
国
の
ル
ー
ル
が
変
え
ら
れ

た
経
験
が
な
い
か
ら
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
の
よ
う
に
、
外
国
資
本

会
も
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協

定
が
規
定
す
る
よ

う
な
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｓ
条

項
は
認
め
ら
れ
な

い
と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
す
。

医
薬
品
に
つ
い
て
は
ま
さ

に
、
命
を
優
先
す
る
の
か
、

貿
易
・
企
業
利
益
を
優
先
す

る
の
か
と
い
う
対
立
軸
が
明

確
に
な
っ
て
い
ま
す
。

し
、
そ
の
特
許
期
間
を
限
り

な
く
延
長
し
よ
う
と
、
い
ろ

ん
な
形
で
追
求
し
て
い
ま

す
。

　

多
国
籍
企
業
の
た
め
の
自

由
貿
易
ル
ー
ル
を
つ
く
ろ
う

価
値
観
の
共
有
を

―
―
運
動
の
側
の
課
題
は
？

　

日
本
で
は
、
経
済
や
貿
易

を
な
か
な
か
自
分
の
問
題
と

に
規
制
緩
和
や
民
営
化
を
迫

ら
れ
て
ひ
ど
い
目
に
遭
っ
た

国
民
は
、
ど
う
し
て
も
反
グ

ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
の
意
識
が
強

く
な
り
ま
す
。

　

企
業
や
投
資
家
を
悪
く
見

な
い
傾
向
も
強
い
で
す
ね
。

ト
ヨ
タ
は
下
請
け
を
大
事
に

し
て
い
る
い
い
会
社
だ
と
一

面
的
な
印
象
が
ま
か
り
通

る
。
電
通
の
事
件
を
見
て
も

わ
か
る
よ
う
に
、
大
企
業
は

利
潤
を
追
求
す
る
あ
ま
り
人

権
を
軽
視
す
る
危
険
が
あ
り

ま
す
。
だ
か
ら
、
消
費
者
や

労
働
組
合
な
ど
が
監
視
し
、

多
様
な
目
線
で
チ
ェ
ッ
ク
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

自
由
貿
易
協
定
を
推
進
す

る
人
た
ち
は
、
も
う
け
の
た

め
に
は
農
業
や
地
方
を
切
り

捨
て
て
も
構
わ
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
そ
れ
で
い
い
の

か
ど
う
か
。
低
成
長
時
代

に
、
み
ん
な
が
幸
せ
に
暮
ら

す
に
は
ど
ん
な
価
値
観
、
ビ

ジ
ョ
ン
を
持
つ
の
か
、
運
動

す
る
側
も
そ
こ
を
追
求
し
、

提
示
し
て
共
有
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。 
（
お
わ
り
）

高橋真梨子　　 文・絵　藤田　進
（河内長野市）

第四回

華
や
か
な
ラ
イ
ブ
に
魅
了

ひと
かたりひと、

―
―
多
国
籍
企
業
は
ど
う
し

よ
う
と
し
て
い
る
？

　

彼
ら
に
し
て
み
れ
ば
、
自

由
貿
易
協
定
は
乗
り
物
、
入

れ
物
に
過
ぎ
ず
、
自
由
化
を

目
指
す
方
向
と
中
身
は
変
わ

　

会
員
番
号
、
２
９
６
４

６
。
は
い
、
私
、
高
橋
真
梨

子
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
の
会
員
で

す
。
毎
年
、
11
月
に
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
ホ
ー
ル
の
高
橋
真

梨
子
コ
ン
サ
ー
ト
に
夫
婦
で

行
く
の
が
、楽
し
み
で
…
…
。

　

と
こ
ろ
が
昨
年
、
私
の
家

内
が
難
病
に
な
り
、
常
時
酸

素
ボ
ン
ベ
が
離
せ
な
い
状
態

に
な
り
ま
し
た
。
必
然
的
に

コ
ン
サ
ー
ト
は
お
ろ
か
、
旅

行
に
も
行
け
ま
せ
ん
。
気
圧

の
低
い
飛
行
機
に
乗
れ
ま
せ

ん
し
、
酸
素
ボ
ン
ベ
が
10
時

間
し
か
も
た
な
い
の
で
、
泊

ま
り
が
け
の
外
出
は
無
理
で

す
。
車
で
１
時
間
以
内
の
と

こ
ろ
へ
買
い
物
に
行
く
の
が

や
っ
と
で
す
。
年
と
と
も
に

ど
こ
か
身
体
に
異
常
を
き
た

す
の
が
普
通
な
の
か
な
と
も

思
い
ま
す
が
。

　

話
が
横
道
に
そ
れ
ま
し

た
。
高
橋
真
梨
子
さ
ん
の
こ

と
で
し
た
ね
。
最
近
、
訳
の

わ
か
ら
な
い
歌
が
多
い
中

で
、
こ
の
方
の
歌
う
唄
は
オ

ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
で
、
人
を
ひ

き
つ
け
ま
す
。
じ
っ
く
り
聞

か
せ
て
く
れ
る
数
少
な
い
歌

手
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
よ
り
ほ
ん
の
少
し
年
上

で
す
が
、
よ
ー
く
声
が
通
り

ま
す
。
声
帯
が
強
い
の
で
し

ょ
う
、
う
ら
や
ま
し
い
限

り
。
皆
さ
ん
、
こ
の
方
の
ス

テ
ー
ジ
を
見
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
か
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
時
折
、

コ
ン
サ
ー
ト
の
中
継
を
し
て

い
ま
す
か
ら
、
ご
覧
に
な
っ

た
方
も
多
い
は
ず
。

　

し
か
し
、
し
か
し
で
す

よ
。
テ
レ
ビ
よ
り
生
。
華
や

か
な
の
で
す
よ
。
ス
テ
ー
ジ

が
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ
が
つ
け
て
あ
る

の
か
、
舞
台
衣
装
が
輝
き
ま

す
。
フ
ァ
ン
の
年
齢
層
も
高

く
て
、
私
な
ど
若
い
方
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

高
橋
真
梨
子
さ
ん
、
最
近

体
重
が
か
な
り
減
っ
た
よ
う

で
、
フ
レ
イ
ル
や
サ
ル
コ
ペ

ニ
ア
の
疑
い
が
あ
り
ま
す
。

唄
を
歌
う
の
に
か
な
り
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
い
り
ま
す
か

ら
、
ち
ょ
っ
と
心
配
で
す
。

今
年
は
コ
ン
サ
ー
ト
に
行
き

た
い
で
す
ね
。

歯科歯科
拾拾拾 読読読いいい みみみ

歯
の
生
え
替
わ
り
期
／
読
売

新
聞
（
２
月
17
日
付
）　

永

久
歯
の
確
認
と
む
し
歯
予
防

の
た
め
に
生
え
替
わ
り
期
の

受
診
の
必
要
性
を
指
摘
。

日
時　

４
月
16
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

定
員　

１
０
０
人　
　

申
込　

事
務
局
ま
で

う
蝕
や
象
牙
質
知
覚
過
敏
治

療
の
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
と
し
て

き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
。

　

今
回
、
初
期
う
蝕
や
象
牙

質
知
覚
過
敏
の
発
症
メ
カ
ニ

ズ
ム
と
そ
の
予
防
に
つ
い
て

説
明
す
る
と
と
も
に
、
各
種

フ
ロ
ア
ブ
ル
レ
ジ
ン
や
知
覚

過
敏
用
歯
磨
剤
、
さ
ら
に
は

レ
ジ
ン
系
知
覚
過
敏
抑
制
剤

に
つ
い
て
解
説
す
る
。
ま

た
、
最
新
の
う
蝕
診
断
法
と

し
て
注
目
を
集
め
て
い
る
光

干
渉
断
層
計
（
Ｏ
Ｃ
Ｔ
）
に

つ
い
て
も
解
説
し
た
い
。

　

初
期
う
蝕
と
象
牙
質
知
覚

過
敏
の
治
療
の
ス
ト
ラ
テ
ジ

ー
と
し
て
最
も
重
要
な
こ
と

は
、
予
防
を
考
慮
に
入
れ
た

ホ
ー
ム
ケ
ア
と
最
新
の
フ
ロ

ア
ブ
ル
レ
ジ
ン
や
レ
ジ
ン
系

知
覚
過
敏
抑
制
剤
の
塗
布
な

ど
の
院
内
処
置
と
し
て
の
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
ケ
ア
を

い
か
に
組
み
合
わ
せ
て
早
期

に
徐
痛
を
図
り
、
患
者
の
信

頼
を
得
る
か
で
あ
る
。
そ
し

て
初
期
う
蝕
や
象
牙
質
知
覚

過
敏
を
主
訴
と
し
た
患
者
の

治
療
オ
プ
シ
ョ
ン
か
ら
、
で

き
る
だ
け
抜
髄
や
抜
歯
と
い

っ
た
侵
襲
度
の
高
い
も
の
を

排
除
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ

の
意
味
で
、
修
復
の
コ
ン
セ

プ
ト
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い

る
ミ
ニ
マ
ル
・
イ
ン
タ
ー
ベ

ン
シ
ョ
ン
（
Ｍ
Ｉ
）
が
初
期

４
月
度
生
涯

研
修
講
座
抄
録

初期う蝕と知覚過敏の
診断と治療　　　　　
吉山　昌宏（岡山大学大学院医歯薬学総合研究科

歯科保存修復学分野教授　　　　　）


